職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
◯床のDPC対象病院の診療情報管理室で◯年間、退院サマリの点検・督促、ICD-10による疾病分類、DPC様式1の作成と提出を担当してまいりました。院内がん登録と診療録監査も兼務し、月平均◯件のコーディングを担当しながら、主病名の選択根拠を医師に確認する手順を定めて記載内容の整合を図ってきました。診療情報の開示請求対応も窓口として担当し、院内の文書管理規程に沿った手続きを行っております。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：DPC対象病院 ◯床／地域がん診療連携拠点病院 診療情報管理室（管理士◯名体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：診療情報管理士
【担当業務】
・退院サマリの点検・記載漏れの督促と、ICD-10による疾病分類コーディング（月平均◯件）
・DPC様式1の作成・点検および提出データの整合確認
・院内がん登録の登録・院内集計および全国集計への提出（年間◯件）
・診療録の量的・質的監査の実施と、結果の診療録管理委員会への報告
・診療情報の開示請求受付および院内規程に沿った文書管理
【実績】
・退院サマリの未完成症例を週次で一覧化し、診療科ごとに督促する運用に変更したことで、7日以内完成率が約◯%から約◯%へ向上
・主病名の選択根拠を医師に照会する確認票を作成し、コーディング担当◯名で運用を統一したことで、様式1の修正差し戻しが前年比約◯%減少


■活かせる経験・知識・スキル
・ICD-10による疾病分類コーディングとDPC/PDPS制度に沿った様式1作成
・電子カルテ（富士通 HOPE EGMAIN-GX）、DPC分析ソフト（EVE）の操作
・がん登録ソフト（Hos-CanR）を用いた登録・院内集計・提出データ作成
・診療録の量的・質的監査、退院サマリ点検、診療情報開示の窓口対応
■資格
・診療情報管理士（20XX年X月認定）
・がん登録実務初級者認定（20XX年X月取得）
■自己PR
診療録の記載内容と登録データの整合を粘り強く確認することが強みです。退院サマリの点検時に主病名と医療資源投入量の記載が一致しない症例を抽出し、担当医への照会票を作成して確認する運用を診療情報管理室で定着させ、様式1の修正差し戻し件数を前年比で約◯%減らすことができました。貴院でも、コーディング前の確認項目を整理し、他職種と連携しながらデータの精度を保つ業務に取り組みたいと考えております。
以上
